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①若者の消費生活相談の件数

� 全国の消費生活センター等へ寄せられた、15～29歳の若者に関する消費
生活相談の件数の推移は、2007年から2011年までは減少傾向、2012年以
降はほぼ横ばい。
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②若者の商品・サービス別上位相談件数
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③年齢層別販売購入形態別相談件数（2016年）

3



� 2007年以降の年齢層別の「マルチ取引」は、20歳代が他の年齢層と比べて
突出。20歳代は2011年から増加傾向に転じている。

� 若者における「マルチ取引」でのトラブルの実態としては成人直後に友人や
同僚等から勧誘されることが多い。2015年以降、SNSをきっかけとしたもの
や、海外事業者に関するものが多くみられるようになっている。

④マルチ取引に関する相談
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� SNSがきっかけとなるトラブルの相談は、20歳代前半を中心に、2014年から
増加が顕著。

� キャッチセールス等対面型の勧誘をきっかけとする相談は顕著に減ってき
ているが、SNS等インターネット上の顔が見えない非対面のやり取りをきっ
かけとする相談が最近際立って増えている。

⑤若者のＳＮＳに関する相談
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⑥商品の購入やサービス利用で
トラブルに遭った際、最初にとる行動

� 若い世代ほど「インターネットを検索して参考になる情報を探す」と回答した
割合が高い。

� トラブル対応にインターネットを使っていることが分かる。
� トラブルに遭っても消費生活相談につながらず、消費生活センター等に寄せ
られる相談件数は氷山の一角になっている可能性がある。
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＜参考＞20歳代のキャッチセールス等に関する相談

� 全体として減少傾向だが、2011年以降はほぼ横ばい。
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� 「エステティックサービス」・「美容医療」・「タレント・モデル契約」に関する相
談は20歳代の相談件数が最も多くなっている。
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＜参考＞エステティックサービス等に関する相談等



� 2012年以降の相談件数はほぼ横ばいとなっている。

� 2007年以降の年齢層別の「マルチ取引」（まがい取引も含む。）

の相談件数は、20歳代が他の年齢層と比べて突出している。ま

た、20歳代は2011年から増加傾向に転じている。

� SNSがきっかけとなるトラブルの相談は、20歳代前半を中心に、

2014年から増加が顕著となっている。

� 商品の購入やトラブルに遭った際にもトラブル対応にインター

ネットを使うため、消費生活相談につながりにくい。

若者の消費生活相談の特徴
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